道徳学習指導案（１時間目）
さくら中学校１年１組
１：題材名：「故郷」
２：ねらい：ロシア軍により北方領土から強制退去させられた方のお話をお聞きしたり、強制退去させられた方の思いとしての歌を聞くことにより、ふるさととは何か、そして故郷は自分にとってどんな意味を持つか考えあい、自分にとっての”ふるさと”を大切にしたいという気持ちを持つことができる。
３：本時の位置
    　　　　１時間中第１時
４：指導上の留意点
    　　　　・ロシア軍に対する感情については教師側から方向性を出さないようにする。
　　　　　　・歴史的な背景や事実に関しては、疑問として残し、社会科で扱うようにする。
５：展開
	段階
	学習活動
	予想される生徒の反応
	指導・助言
	資料等
	時間

	
	１：「ポンポン船で帰りたい」のＣＤを聞き感想を述べ合う。
２：帰りたくても、自分の生まれ育ったふるさとに帰れない人がいることを知る。

	・悲しい感じがした。
・帰りたいけど、帰れない気持ちが良く伝わってきた。
・帰りたいなら、帰ればいいのに、どうして帰らないんだろう。
・自分のふるさとに帰れないなんてかわいそうだ。
・どうして帰れないんだろう？
・行きたい場所に行けないなんて、かわいそうだな。

	・ＣＤを静かに聞かせる。
・歌詞を配布しておく
・このＣＤの作られた背景について説明を行う。

	・「ポンポン船で帰りたい」
・北方領土の地図
・ＣＤの歌手の写真・パネル
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	展

開
	３：ＶＴＲで元島民の話を聞く。
４：元島民にとっての”故郷（ふるさと）”とは何か、どんな意味を持つのか考え合う。
５：故郷は何か、どういう場所を言うのか考え合う。
６：自分の故郷はどこか考えてみる。
　
	・戦争後すぐに追い出されたんだ。
・北方領土は今はロシアのものになっているんだ。
・根室にたどり着くまで、大変な思いだったんだな。
・両親のお墓参りもできないなんて切ないだろうな。
・自分がもし元島民なら許せない。
・元島民にとっては自分の生まれ育った大切な場所。
・両親や家族の思い出がたくさん詰まった場所。
・誰にも渡したくないし、奪われたくもない大切な場所。
・風景も大切だし、匂いや味や、やったことなど全てが記憶に残っている場所。
・生まれた場所だけが故郷ではない気がする。
・いろんな思い出がある場所が故郷だと思う。
・自分が一生懸命やっている場所が故郷だと思う。
・自分に関係のある人がいるところが故郷だと思う。
・自分にとって思い出が作れた場所が故郷のような気がする。
・自分の故郷は生まれ育ったこの長野市だと思う。
・自分は長野市以外で生まれたので、そこが自分の故郷だと思う。
・私は長野市では生まれていないけど、みんなとの思い出がたくさんあるこの長野が自分の故郷のような気がする。

	・元島民の方の話を聞き、状況について若干解説を加える。
・わかりにくく大切な言葉などはフラッシュカードに書いておく。
・場所に限定した意見が多く出るだろうが、ここではその方向を認めていく。
・北方領土でしか味わえない故郷観を大切にしていきたい。（海の様子・小集落での様子・季節の変化など）
・家族や思いで、大切な宝ものといった場所以外での発想も大切にしていきたい。
・自分の生きてきた証のような発言には突っ込んで聞いてみたい。
・故郷という言葉を自分の中ではどうなのか考えさせたい。
・自分の故郷観、友人の故郷観を大切に聞き合いたい。
・状況に応じて長野が故郷になりうるかどうかも問いかけてみたい。

	・ＶＴＲ
・フラッシュカード
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	終

末
	７：もう一度「ポンポン船で帰りたい」を聞き自分の故郷について考えながら、今日の感想を記入し、発表する。

	・自分の故郷はやはり長野市だと思う。
・自分の故郷って家族と一緒にいる場所のような気がしてきた。
・自分の思い出の場所は、家族との思い出の場所だという気がしたので、一緒に旅行をしたあの思い出の場所かもしれない。
・元島民の人は場所を奪われたことで、自分の思い出や大切な場所全てを奪われたのだと思うからかわいそう。
・日本にもそんな思いの人がいるなんて知ってびっくりしたし、かわいそうだと思った。
・自分は故郷を大切にしていきたい。

	・ＣＤを聞きながら今日の学習を振り返り、感想を記入すると共に、自分の故郷についても考えをまとめさせたい。
・北方領土に帰れない元島民への思いでも、自分自身の故郷でもどちらでも良いことにしたい。

	・学習カード
・「ポンポン船で帰りたい」
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